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の-ミル トニアンは直接 スピンに依存 していないので,この2粒子系の波動関数は軌
道部分少とスピン部分xとの積に書くことができる:





































































































§6. 固体 31-ieのスピン/､ミル トニアン










(2) 2ndneighbor(2n)原子間の2体交換 :,yn2 (図8a)
(3) 3体交換｡もっとも大きな値をとると思われるのは図8bの原子 1,2,3のcyclic


























♂Ⅳpからはnn, 2n, 3n間の2スピン相互作用とplanar型の 4スピン相互作用がそれ
ぞれ生じる｡結局
Lueff - ~ヲ=?,2,3JV∑ SL'S, - 乞宝,pKa∑[(SL'S, ) ( Sk'S∠)レ l (Y=J'.f' (I
+ (S了S∠)(S,.Sk)-(SL.Sk)(S,.S∠)]



























LH - t､E , )C/ C, +U∑ n ( a ~ 1)/ 乙乙 乙
+n = c c乙 乙 乙
(A-3)



























J刷LK刷 d"T- E (B-3)
である｡ l封 はnodalplaneで微係数が不連続になるので,運動エネルギーの方が気に
なるが,このsingularityは有限の寄与を生じない｡このような singularityを持っ関数は
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固有状態ではあり得ないから, (B-3)か
らEよりエネルギーの低い固有状態が存在
しなければならない｡実際図 9の点線のよ
うに関数を変形することによって,Eより
低いエネルギー期待値を持っ関数をつくる
ことができる｡これは少がもっともェネル
ギーの低い状態であるという仮定に反する｡
故に,もっともェネルギーの低い状態の波
動関数はボース型でなければならない｡
図9
この定理を用いると,本文の3粒子の問題を扱った議論と同じようにして,スピン1/
2のフェルミ粒子系で粒子の置換が偶置換でしか起こり得ないような系の基底状態は,
すべてのスピンが一方向に揃った強磁性状態であることが証明できる｡ のちに述べる
vacancyが 1個だけ存在するフェルミ固体の基底状態が強磁性になるという議論もその
一例である｡
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